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生命保険事業は社会保障制度と共に日本の社会を支えていく重要な使命を担っており、生命保険会社である当
社は、事業活動そのものが企業としての社会的責任（CSR＊）を果たすための根底をなす重要な活動であると考えて
います。こうした考えのもと、当社は経営理念である「まごころの奉仕」を踏まえ、CSRの基軸を次の３つに定めて、
CSR経営を推進しています。

＊	CSR【Corporate Social Responsibility】
	 CSRとは、企業の社会的責任の略称で、企業が様々な活動を行うプロセスにおいて、利益を最優先させるのではなく、お客様、社会、従業員
などとの関係を重視しながら、社会的公正性を保つことや環境対策を施すことなど、社会に対する責任や貢献に配慮し、長期にわたって企
業が持続的に成長することを言います。

1. お客様満足の向上に向けた取組み
お客様満足の向上を最優先とした経営の実践

2. 社会に貢献する企業を目指して
ゆたかな社会づくりにかかわり続ける
ことによる社会との共生

3. 従業員の働きやすい職場づくり
人が育つ職場づくり、働きやすい職場
づくりを通じた従業員満足の向上

お客様

社会 従業員

CSR経営

CSRの具体的な取組み

1. お客様満足の向上に向けた取組み

当社では、お客様一人ひとりに心からご満足いただけるよう、お客様の視点・立場に立って行動し、お客様の
ご意向を踏まえた商品やサービスの充実を図っています。さらなる「お客様満足の向上」に向けて、「お客様の声」を
もとにお客様サービスの改善に取り組んでいきます。

2. 社会に貢献する企業を目指して

当社では、生活習慣病の研究、青少年の健全な育成活動などの社会貢献活動についても積極的に取り組み、一
層の「企業価値の向上」を目指すことで、当社と社会の相乗的な発展を推進していきます。

CSRの基本的な考え方
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朝日生命成人病研究所 附属医院

昭和35年５月、創業70周年記念事業の一環とし
て、社会福祉に貢献することを目的に、朝日生命成
人病研究所を設立し、以来、同研究所は、生活習慣
病専門の研究・医療機関として社会福祉に貢献して
います。

研究面では、研究
室や実験室などの施
設で、生活習慣病に
関する基礎的研究お
よび診療を通じた臨
床的研究を行い、学

会その他において多大な評価を得ております。
診療面では、外来・入院診療施設（病床数11床）

を備えており、糖尿病の成因や治療法、合併症の抑
制などの研究とともに、生活習慣病に関わる専門医
と看護師、栄養士、薬剤師、検査技師がチームと
なって、高水準の診療を提供し、患者ご自身が主体
的に生活習慣病の改善に取り組めるような方式を取
り入れています。

このような長年にわたる糖尿病診療と療養指導
への貢献が高く評価され、平成28年10月に「第９回
糖尿病療養指導鈴木万平賞」を受賞しました。

また、同医院では健康増進活動にも力を入れて
おり、地域イベントの開催や、当社と共同で生活習
慣病に関する情報提供や、生活習慣病予防のための
セミナーを開催するなど、健康分野に対する取組み
を積極的に展開し、広く健康増進にお役立ていただ
いています。

朝日生命体操クラブ・体操教室の活動

「朝日生命体操クラブ」
は、昭和49年、体操の
普及を通じて、地域の子
どもたちの健全なる育成
を図ることを目的に発足
し、現在は、アテネオリ
ンピック金メダリストの
塚原直也氏が総監督を務
め活動しています。平成
28年開催のリオデジャネ
イロオリンピックに出場
した杉原愛子選手をはじ
め、これまで25名のオリンピック選手を輩出して
おり、世界選手権大会ならびに全日本選手権大会、
NHK杯など国内外の競技大会で多数の選手が活躍し
ています。

「朝日生命体操教室」は、地域に密着した活動を
基本としており、３歳から中学生までのお子様や女
性を対象とした体操教室を開催し、体操を通じた健
康づくりに貢献しています。
現在、常設の「朝日生命体操クラブ・体操教室」

には、約650名が会員として在籍しており、健全性
を育むとともに、明日のオリンピック選手を夢見て
日々の練習に励んでいます。
ひとつ屋根の下で、幼児からオリンピック選手

までが一堂に会して練習に励んでおり、これは他に
例をみません。

朝日生命体操教室

杉原愛子選手

平成28年度業績
【研究実績】	原著論文22編、論説10編、国内および

海外における学会・研究会発表51編
【診療実績】	延べ外来診療  59,776人、延べ入院診

療日数　 2,937日
お客様をお招きしての模様

「生活習慣病予防セミナー」(H28.10.4実施)
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社内募金・寄付講座

社内募金

創立月である７月を「朝日の月」と定め、社会貢
献活動の一環として、毎年、全役職員の自発的善
意による「朝日の月」醵金を実施しています。第59
回となった平成28年度は総額610万円が集まり、社

会福祉などの分野で活動する以下の10団体に寄付
をおこないました。第１回目からの累計額は３億
4,200万円に上っています。

寄付講座

創業120周年記念事業の一環として、平成20年度
より東京都世田谷区の昭和女子大学において「現代
金融ビジネス入門」と題した寄付講座を開講してい
ます。
本講座は、生命保険会社・銀行などの金融機関

の役割やその仕組み、金融商品を活用したライフプ
ランニングなどの基礎知識を習得する内容で、次代
を担う女性の人材育成の支援を目的としています。

なお、講師
は当社を含む
金融業界に勤
務するビジネ
スパーソンが
務めており、
より実践的な
講義内容となっています。

ピンクリボン運動の推進

平成21年度より「日本から乳がんで悲しむ人を
なくしたい」という認定NPO法人「J.POSH」の活動に
賛同し、J.POSHのオフィシャルサポーターとして、
乳がんについての啓発と情報提供、自己検診の習慣
化や乳がん検査の受診勧奨などの活動を中心とした
ピンクリボン運動を推進しています。
具体的には、身近な社会貢献活動としてピンク

リボン啓発グッズの購入や、乳がんの基礎知識や検
査・セルフチェックの重要性を訴えるチラシを配布
する街頭キャンペーン、セミナーの開催等を実施し

ています。
また、“すべての女性に私らしく輝く未来を。”そ

んな願いを込めた女性向けの生命保険「やさしさプ
ラス」の社会貢献活動の一つとして、自治体ごとの
検診情報をお届けする「乳がん検診お知らせ活動」も
行っています。
今後もこれらの取組みをさらに積極的に展開し、

ピンクリボン運動の輪を広げていきたいと考えてい
ます。

【平成28年度実績】

●乳がん検診お知らせ活動（平成29年3月時点）
全国約1,700の自治体のうち、300を超える自治体と連携し、

活動を推進しています。

第59回「朝日の月」醵金寄付先

●ＮPO法人 子育てひろば全国連絡協議会	 ●こども食堂ネットワーク

●（認定特定非営利活動法人）J.POSH（日本乳がんピンクリボン運動）	 ●（認定特定非営利活動法人）児童虐待防止全国ネットワーク

●（一般財団法人）児童健全育成推進財団「朝日生命伸びゆく子ども基金」	 ●（特定非営利活動法人）全国高齢者ケア協会

●（公益財団法人）日本アイバンク協会	 ●（特定非営利活動法人）日本移植支援協会

●（認定特定非営利活動法人）日本NPOセンター	 ●（一般社団法人）日本介護支援専門員協会

� （50音順）

本社／〒100-8103　東京都千代田区大手町2-6-1
お客様サービスセンター　　0120-714-532
ホームページアドレス／http://www.asahi-life.co.jp

取扱店・担当者

マンモグラフィー検査
●マンモグラフィー検査とは、乳腺、乳房をレントゲン撮影し、手で触れて

わかる乳がんだけでなく、触ってもわからないような小さな乳がんや乳
がんに特徴的な微細な石灰化の状態も発見できる診断方法のひとつで
す。少ない放射線の量で安全に乳がんの検出ができます。

●J.POSHのホームページ「全国マンモグラフィー機器設置病院」で受診可
能な病院一覧をご覧いただけます。(http://www.j-posh.com/)

●受診料は施設によってまちまちですが、数千円～ 1万円程度が必要です。
ただし一般病院とは別に市町村で実施している乳がん検査は、料金も比
較的安価で受診できます。詳しくは各自治体のホームページ、もしくは直
接市町村の窓口にお問い合わせください。

セルフチェック
乳房の異変に気付くためには日ごろから自分の乳房の状態を把握しておくことが大切です。月に１回、定期的に実行しましょう。
生理が終わって約１週間後の乳腺が安定したころが理想的です。もし異常を見つけたり、へんだなぁ…と思ったら、すぐに専門の科を受診
してください。

乳房超音波検査
超音波を使って乳房の断面を映し出す検査で、がんを示す影が写らないか調べます。乳腺の中のしこりが識別されて写るので、女性
全般に、また特にマンモグラフィー検査では、乳腺が発達していてしこりが見つけにくい若い人や妊娠中の人には適しています。

両手をあげて鏡の前に立ち、
ひきつれ、くぼみ、ただれ等
気になるところはないか
チェック。

風呂場でボディシャンプー、
ジェルなどをつけて、腋（わ
き）の下から乳房全体、乳首
まで念入りに手の指で１０
円玉大の「の」字を書くよう
にしてしこりや硬い部分が
ないかチェック。

乳首、乳房をつまんで分泌物
が出ないかチェック。

仰向けに寝て手順2と同じようにしこりや硬い部分が
ないかチェック。

監修／認定NPO法人 J.POSH（日本乳がんピンクリボン運動）

CSR〔292958〕(H27.3 200)
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乳がん

乳がんは自分で見つけることのできる数少ないがんです。
まずは自己検診を習慣づけましょう。

しこり しこり

（原寸大）

2cm 1cm

乳がん患者さんの約半数が
自分で乳房の異変を見つけました
●自分で触って見つかる乳がんのしこりの大きさは２センチ以上と言われていますが、

自己検診を習慣化すると１センチほどの大きさにも気付けるようになります。
●乳がんのしこりは発生から１センチになるまでに約５年、発生から２センチになるま

では約８年といわれています。（例外的になるものもあります）

朝日生命は「日本から乳がんで悲しむ人を一人でもなくしたい」という認定ＮＰＯ法人 Ｊ．ＰＯＳH（ジェイポッ
シュ・日本乳がんピンクリボン運動）の活動に賛同し、Ｊ．ＰＯＳＨのオフィシャルサポーターとして、乳がんについての
啓発と情報提供、乳がん検査の普及促進などの活動を中心としたピンクリボン運動を推進しています。

ピンクリボン運動とは
乳がんの正しい知識を広め、乳がん検診の
早期受診を推進すること、等を目的として
行われる世界規模の啓発キャンペーン。
1980年代にアメリカで始まり、日本では
2000年に入ってから一般的に認知され
るようになりました。

あ な た の た め の 乳 が ん の 基 礎 知 識

13人に1人が乳がんを発症しています
乳がんは、乳房のなかの母乳をつくるところや母乳を乳首まで
運ぶ管から発生する悪性腫瘍です。乳がんの発生は20歳過ぎ
から。30歳代ではさらに増え、40歳代後半から60歳代前半に
ピークを迎え、日本では13人に１人の女性が乳がんを発症する
といわれています（2010年度統計）。症状は一様ではなく、乳房
にできるしこりやくぼみ、皮膚のただれも乳がんに罹患している
可能性があります。

交通事故死の約3倍の方が乳がんで亡
くなっています
乳がんはその発生率、死亡率ともに増加の一途を辿っていま
す。原因として考えられるものには、食生活の変化、女性を取り
巻く体の内外の環境や特に女性ホルモンの変化などがあると
言われています。
年間の死亡者数は交通事故の死亡者数の約３倍にものぼり、
2013年の乳がん死亡者数は13,148人を数え、中・高年女性の
がん死亡率では第１位です。

乳房で気になることがあったらすぐに
乳腺の専門科へ
乳房にしこりやくぼみ、皮膚のただれ等気になることがあった
ら、すぐに乳腺外科、乳腺科、外科の乳腺外来等と標榜されてい
る乳腺専門科を受診し、そこにいる乳腺の専門医のもとできち
んと検査を受けて、診断をしてもらうことが大切です。診断や治
療の専門は「婦人科」ではありませんので注意が必要です。

「独立行政法人 国立がん研究センター がん対策情報センター」より

（年）

●乳がん患者（女性）の死亡数・死亡率の年次推移
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●女性のがん罹患率の年次推移

※対人口10万人
「独立行政法人 国立がん研究センター がん対策情報センター」より

（2015年3月現在）

（2015年3月現在）

胃

肺 子宮

大腸

乳房

「シナモロール」は朝日生命のマスコットキャラクターです。
©2001,2015 SANRIO CO.,LTD. APPROVAL NO.Ｇ554330

Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）へ
の
取
組
み



ASAHI LIFE INSURANCE DISCLOSURE 2017 51

●街頭キャンペーン

●乳がんセミナー (兵庫西支社事例） ●乳がん啓発展示パネル参加
　（多摩市ボランティアまつり）
乳がん啓発をテーマとした朝日生命の展示ブー

スにて、乳房触診モデルやパネルを活用し乳がん検
診啓発活動を実施しました。

平成28年10月	 全国60か所にて実施
	 配布要員総数：499名
	 配布総数：18,720枚

「ピンクリボン運動」とは
乳がんの早期検査を啓発・推進するために行われる世界規模のキャンペーン。
1980年代にアメリカで始まり、日本では2000年に入ってから一般的に認知されるようになりました。

環境問題への取組み

朝日生命環境方針について

当社では、環境に対する社会の関心が高まる中で、より環境に配慮した経営姿勢を明確にするため、環境に
関して当社が目指すべき基本的な方針として「朝日生命環境方針」を定めています。

朝日生命環境方針
朝日生命は、CSR経営を推進していくうえで、地球環境保護への取組みが経営の重要課題であると認識し、

以下の方針にしたがい事業活動のあらゆる分野で役職員一人ひとりが、環境に配慮した行動に努めます。
１．生命保険事業における地球環境保護
生命保険の事業活動においては、常に環境に配慮して、地球環境保護に貢献するよう努めます。

２．省エネルギー・省資源活動の推進
事業活動がもたらす環境負荷を意識し、省エネルギーや省資源に努め、資源のリサイクルとグリーン

購入＊を推進します。
３．環境に関する法規制などの遵守
環境に関する諸法規および朝日生命が同意した環境関連の協定などを遵守します。

４．環境啓発活動の推進
社会のよき市民として役職員一人ひとりの環境保護意識の向上を図るため、環境啓発活動を推進します。

５．継続的な環境改善の推進
環境に関する目標を設定し、定期的な見直しを図るとともに、取組み内容の継続的な改善に努めます。

� 以上
＊	グリーン購入…製品やサービスを購入する際に、省エネルギー型のものやリサイクル可能なものなど、環境に配慮したものを優先
的に選択することをいいます。当社では既に文具などの消耗品購入にあたっては、グリーンマーク表示がある製品の購入を推進し
ています。
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環境数値目標について

平成26年４月より、以下のとおり、平成29年度までの新たな環境数値目標を定め、一層のエネルギー使用量の
削減に取り組んでいます。

※	コンピュータ専用棟を含むエネルギー使用量においては、5.6％削減を目指しています。

[平成28年度実績]
業務用スペース…平成25年度比3.3％削減

※	コンピュータ専用棟を含むエネルギー使用量においては、
8.4％削減しました。

「朝日生命エコプロジェクト」の展開

「朝日生命エコプロジェクト」は、会社全体とし
て省エネルギーに取り組んでいく活動であり、朝日
生命に所属する一人ひとりが、会社業務だけではな
く、家庭生活や個人単位の生活においても、環境に
配慮した行動に取り組んでいます。具体的には、
現在取り組んでいる各種省エネ対策強化とともに、
環境に関する啓発活動など、右記の取組みを行って
います。
また、平成22年度より、環境に関する知識と意

識の向上を図る観点から、環境社会検定試験（eco
検定）の受験を従業員に推奨しており、平成29年
５月時点で795名の合格者を輩出しています。

朝日生命エコプロジェクト

■環境数値目標
（平成29年度のエネルギー使用量）

業務用スペース		2％削減
																																					（平成25年度比）

電力使用量
の削減

水道使用量
の削減

ガソリン使用量
の削減

ペーパーレス
の推進

３R＊の徹底

環境に関する知識
と意識の向上

＊３Ｒ＝Reduce（廃棄物の発生抑制）、Reuse（製品の再使用）、
　　　Recycle（資源の再利用）

その他の活動

被災地支援

①宮城県南三陸町における被災地支援ボランティア
東日本大震災の被災地である宮城県南三陸町において、社会貢献活動の一環として、「株式会社新生銀行」と共に

ボランティア活動を継続実施しており、平成28年度は、心のケアを目的として歌や笑いをお届けする「歌って！
笑って！ふれあい広場」を開催
しました。

②東北支援地産マルシェ
東日本大震災の記憶を風化させることなく、被災した東北地方の商店と地域産業の活性化を目的として、「岩手

県」「宮城県」「福島県」の各アンテナショップにご協力いただき大手町本社ビルおよび多摩本社ビルにおいて「東北
支援地産マルシェ」を実施しました。また、同会場内では、昨年４月に発生した「熊本地震」被災地復興支援募金も
実施しました。
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③被災地の子どもたちに絵本を届けるクリスマスプロジェクト
東日本大震災による影響で困難な状況下で生活している子どもたちに、全国か

ら寄贈された絵本をクリスマスプレゼントとして届けるという取組みに賛同し、
196冊の絵本を寄贈しました。

朝日生命ユネスコクラブを通じたボランティア活動

昭和38年より日本ユネスコ協会連盟の維持会員としてその活動を支援するとともに、朝日生命ユネスコクラブ
を通じて、発展途上国の子供たちの教育支援を続けています。
平成28年度は、チャリティーバザーやチャリティーコンサートの開催だけでなく、全社としての取組みとして

書きそんじハガキ・キャンペーンを実施しました。

その他の取組み

●清掃活動
・	 多摩本社：多摩本社に在勤している職員が、
最寄り駅である多摩センター駅から多摩本社
間の歩道のゴミ拾い清掃活動を年２回実施し
ています。

・	 大阪：大阪市と「御堂筋まちづくりネットワー
ク」の主催で「御堂筋沿道一斉清掃」が行われ、
大阪統括支社より18名が参加しました。

●寄付
・	 和歌山：労働組合和歌山支部では、毎年12月に募金を呼びかけ、会社の創
立月である７月に和歌山支部が行う社会貢献活動の一環として、地域の福
祉施設に車イスを寄贈しています。

・	 本社（大手町・多摩・代田橋）：災害用備蓄品の入れ替え作業に伴う配布訓
練時に、自ら食さない災害用備蓄米について、多摩市社会福祉協議会を通
じ生活困窮者支援のために寄付を行いました。

・	 福島：労働組合福島支部では例年11月に組合員に呼び掛け、社会貢献活動
の一環として募金活動を行っています。平成28年度は、６万６千円が寄せ
られ、県総合福祉基金に寄付を行いました。同支部の寄付は、20回目で総
額182万7052円となりました。

和歌山支社

本社（大手町・多摩・代田橋）
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〈朝日生命ポジティブ・アクションの取組み〉

3. 従業員の働きやすい職場づくり

女性の活躍推進への取組み

全従業員の８割以上が女性である当社は、平成
18年度よりスタートした「朝日生命ポジティブ・ア
クション」を通じて、「女性のキャリア開発」「仕事と
家庭の両立支援」等に取り組んできました。
引き続き「朝日生命ポジティブ・アクション」を

経営戦略の中核として一層推進し、お客様サービス
および会社の生産性・企業価値の向上につなげるた
め、平成32年度末までに「女性リーダー比率30％程
度」を目指します。

お客様サービスの向上および生産性・企業価値の向上

女性の活躍推進を通じた組織の活性化、魅力ある会社・企業組織風土の創造

アクションプラン（「女性の活躍推進委員会」＊等で検討）

朝日生命ポジティブ・アクション

＊「女性の活躍推進委員会」
・	 当委員会の委員長は社長、委員として女性の社外取締役が参画
・	 各職場で活躍している職員も参加し、「女性従業員の声」「仕事と家庭を両立する女性の視点」を反映したアクションプラン
を検討・策定

多様な人材の確保・育成・活用に向けて、女性の活躍推進に向けた取組みはますます重要であり、「朝
日生命ポジティブ・アクション」をさらに加速します。

「ダイバーシティ（多様性）」を尊重することで、職員一人ひとりの能力発揮による会社全体の活力向上
を図り、お客様の多様な価値観に対応していきます。

第Ⅱ期
（平成21～23年度）

・	ポジティブ・アク
ションの浸透・定
着のステージ

※平成22年度「均等推進
企業部門 厚生労働大臣
優良賞」を受賞

第Ⅰ期
（平成18～20年度）
・	就業継続を支援す
るための環境を整
備するステージ

※	平成20年「く
る み ん マ ー
ク」取得

平成17年度に比べ平成29年度始の女性リーダー数は約４倍（リーダー比率20％）

平成32年度末までに女性リーダー比率30％程度を目指します。

さらなるお客様サービスおよび会社の生産性・企業価値の向上を実現します。

第Ⅲ期
（平成24～26年度）
・	女性職員の活躍が
お客様サービスの
向上、会社の生産
性向上に一層貢献
することを目指す
ステージ

※平成25年「く
るみんマーク」
２回目の取得

第Ⅳ期
（平成27～29年度）

・	未来に向けてこれ
までの「働き方・働
く環境」を進化させ
るステージ

※平成27年「女性の活躍
推進法」に基づく「行動計
画」の策定
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「女性活躍推進法」に基づく行動計画(概要)

平成28年４月１日に施行された「女性活躍推進法」に基づき、女性の活躍推進の取組みを着実に前進させるべく、
女性が能力を発揮し活躍できるよう、更なる「教育の充実」「環境整備」に向けた行動計画を以下のとおり策定しま
した。
また、当計画における取組みを進めることで、男女共に活躍し、お客様により一層満足していただけるよう

「まごころの奉仕」に努めていきます。

「女性活躍推進法」に基づく行動計画（概要)

１．計画期間　

平成28年４月１日～平成33年３月31日（５年間）

２．目標

・	管理職（リーダー職）に占める女性の割合を30％程度とする
・	採用者に占める女性比率を30％以上とする
　（平成29 ～ 33年度採用における平均値）
・	男女ともに有給休暇の年間取得日数を16日間とする
・	女性の営業職務従事者を27年度比50％増とする

３．取組内容

■チャレンジ意欲の醸成等を目的とした「次期
リーダー候補者を対象とした育成プログラ
ム」の実施

次期リーダー候補者約250名を対象とし、意
識・行動変革を目的としたキャリアサポート
フォーラムを始めキャリアサポート面談、通信
教育の受講徹底等を通じて、キャリアアップに
向けたサポートを行っています。

■次期リーダー候補となる優秀な人材確保や競
争力の強化に向けた新たな採用の取組み

女性応募者を対象とした「会社説明会」や、次
期リーダー候補者を対象とした「キャリアサ
ポートフォーラム」を体験する機会を設け、働
き方をイメージできるよう取り組んでいます。
また、入社案内や採用ホームページ等で紹介

する先輩職員に女性を多く起用し、女性が幅広
く活躍できることを発信しています。

■管理職を対象とした「女性活躍推進セミナー」
の実施

女性の活躍をサポートすべく、管理職のさら
なる意識の向上を図るため、社外講師によるセ
ミナーを継続実施しています。

■意識醸成・能力開発を目的とした「女性職員
の体系的な育成プログラム」の実施

平成27年度より女性職員の体系的な育成プロ
グラムを導入し、入社時、１・２年目、中核、
シニア、上級と各層ごとに適した教育カリキュ
ラムによるビジネスマインド・スキルの習得に
取り組んでいます。
シニア層に対しては、仕事に対するモチベー

ションの維持および経験を活かしたさらなる活
躍推進を図るとともに、仕事と生活の充実を図
るべく「キャリアライフデザイン研修」を実施し
ています。

■ジョブ・トライ・システム（社内公募制度）の
活用を継続促進

自主的に行動できる人材育成の促進ならびに
職務領域の拡大に繋げていくため、ジョブ・ト
ライ・システム（社内公募制度）の更なる活用を
促進していきます。

※	「ジョブ・トライ・システム（社内公募制度）」とは自らが
希望する「職務」・「役職」・「勤務地」を自由に選択し応募
できる制度

■男女ともにイキイキと働くための労働環境の
更なる整備

計画的な有給休暇取得促進を継続実施しま
す。（事前に休暇を登録申請する「計画年休制度」
の活用徹底）
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今までに実現してきた各種制度等

■	専管組織によるダイバーシティの
	 取組促進
「朝日生命ポジティブ・アクション」の推進体
制の中核をなす「女性の活躍推進委員会」＊の
取組みを加速させるため、新たな専管組織の
新設等により、女性職員の活躍推進に関する
諸対策・取組みを組織横断的に実施していき
ます。
＊委員長は社長、委員として女性の社外取締役が参画

■	ジョブ・トライ・システム
　（社内公募制度）
公募により、他の職場・職務にチャレンジし、
新たな業務経験による視野の拡大や、キャリ
アアップを目指します。勤務地が限定される
エリア総合職の一部は、一定期間のチャレン
ジを経て、元の職場に復帰（リターン）します。

■	女性職員の育成に係る所属長の
	 評価制度
所属長に対する女性職員の育成に関する研修
等を実施するとともに、女性職員の育成に対
する所属長への評価制度を導入しています。
これにより育成プログラムに基づく、女性
リーダーの育成を具体的かつきめ細やかに促
進していきます。

■	「社内トレーニー制度」の新設
異動経験の少ないエリア総合職を対象に、未
経験業務を体験することで、お客様視点の醸
成、チャレンジ意欲の向上、職務領域の拡大
につなげ、さらなる女性の活躍を推進してい
きます。

■	育児休職期間の拡大、男性の育児休職
の取得促進

仕事と育児の両立を一層支援するため、育児
休職期間を拡大しています。また、男性の育
児参加促進のための育児休職の取得勧奨をし
取得率100％を目指します。

■	勤務時間の短縮
仕事と家庭の両立を支援するため、利用要件
である子の年齢を「６歳の年度末まで」とした
短時間勤務制度を導入しています。

■	育児サービス費用の補助
育児をしながら仕事を続ける職員の経済的な
負担を軽減するため、育児サービス費用の補
助を行っています。

■	仕事と家庭を両立するための
	 異動配慮等
総合職は全国転勤型の職種ですが、女性総合
職については、育児期間中の異動配慮を実施
しています。また、仕事と介護の両立を支援
すべく、親族の介護を抱える総合職について
は、ジョブ・トライ・システム（社内公募制
度）において希望する勤務地への応募を可能と
しています。

「次世代認定マーク」（愛称：くるみん）を取得しました！
これらの取組みにより、平成20年に「次世代育成支援対策推進法」に基づく一般事業
主行動計画を達成し、平成25年には、2回目の「次世代認定マーク」を取得しました。
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ワーク・ライフ・バランスの推進

人権啓発に関する取組み

当社はコンプライアンス遵守規準ならびに「人権
に関する宣言」を踏まえ、全役職員が主体的に人権
尊重の行動をとることができるようにするため、社
長を委員長とする人権啓発推進委員会が中心となっ
て様々な人権啓発活動を行っています。
具体的には、全役職員向け・階層別の人権研修

の実施や各種人権教育・啓発資料の提供、「人権啓発

標語」への応募の取組みなどを積極的に行ってい
ます。
また、ハラスメント防止に向けた取組みを行う

とともに、従業員向けに専用の相談窓口を設置し、
安心して相談できる環境を整え、迅速かつ適切な対
応を行っています。

障がい者の雇用の推進

当社は障がいのある方の雇用を進めるとともに、
障がいのある方がより働きやすい職場環境づくりを
推進するため、設備改装・障がいのある営業職員へ
の特別交通費などの支給を行っています。平成28
年度（平成28年６月１日時点）民間企業の雇用率が

平均1.92％である中、当社の平成29年６月１日時点
の雇用率は2.09％となっており、法定雇用率である
2.0％を達成しています。
当社は障がいのある方の雇用とその就業環境の

整備を引き続き推進していきます。

健康増進に関する取組み

朝日生命では、「従業員の健康増進」を経営課題の
１つとして位置づけ、以下の「健康増進等に関する
取組方針」を策定するとともに、健康増進に関する

対策が適切かつ効率的に図れるよう社内にPDCA
サイクルを構築しています。

【健康増進等に関する取組方針】
朝日生命は、生命保険事業を行う企業として、お客様の健康・医療に貢献するとともに、従業員自身の健

康増進を重視し、朝日生命と朝日生命健康保険組合が一体となって、「健康管理」「メンタルヘルス」「過重労働
防止対策」に取り組みます。

■毎週水曜日の定時退社運動「すぴいDay」を実施しています。
■計画年休制度の導入（平成27年度）・年次休暇取得の年間目標の設定等により、休暇の取得を推進し
ています。

■メンタルヘルスケアのための社内・社外の相談窓口を設置するとともに、メンタルヘルスに関する知
識啓発に取り組んでいます。

■全職員を対象とした人権職場研修を実施しています。� 等
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